


第３  県民 査について 

 

いくらいい施策であっても、それが県民ニーズから乖離していては無意味である。本

事業では、県民ニーズを把握するため、平成 21年 11月に、「県民意識調査～超高齢社会

における介護を考える～」を行った。 

 

 査の  

） 査 象  

      三重県内居住の 20歳以上の者 

 

２ 体  

      6,000 人(県内を 6 圏域に分け、各圏域毎に 1,000 名を圏域内市町の選挙人名簿よ

り無作為抽出) 

 

 圏  域  対 象 市 町 調査対象者数 

 北  勢 桑名市、いなべ市、四日市市、鈴鹿市、亀山市、 

木曽岬町、東員町、菰野町、朝日町、川越町 

1,000人 

 中  勢 津市 1,000人 

 伊  賀 伊賀市、名張市 1,000人 

 南勢志摩 松阪市、多気町、明和町、大台町、大紀町 1,000人 

 伊勢志摩 伊勢市、鳥羽市、志摩市、玉城町、度会町、南伊

勢町 

1,000人 

 東紀州 尾鷲市、熊野市、紀北町、御浜町、紀宝町 1,000人 

 合  計  6,000人 

 

）  

      郵送法 

 

４ の  

  ①回答者の属性に関する項目(住所地、性別、年齢等) 

  ②高齢社会、介護に関する意識、イメージ等に関する項目 

 

の  

      平成 21年 10月 28日(水)～平成 21年 11月 20日(金) 

 

の 収状  

      3,178人(回収率 53.0％)       

 

７） に ける 収数の  

 調査対象の抽出にあたって、居住地域の母集団（選挙人名簿登録者数）の大小に関わ

らず、各圏域 1,000 人を抽出しているため、地域別の回収構成比を各地域の母集団数構

成比に近づけるため、平成 21年 9月現在の選挙人名簿登録者数の最も少ない東紀州地域

を 1.00として、次のとおり補正回収数とした。 
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